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近年、フレキシブルエレクトロニクスは形状追従性、薄さ、軽さといった特徴により、生体に

ストレスなく圧力や温度をはじめとした様々な生体情報を感知できるデバイスとして注目を集め

ている[1,2]。その中でも、光を用いたセンシングは生体に非侵襲で生体内の情報を測定できるた

め、医療用デバイスとしての応用が特に期待されている。しかしながら、これまでの研究では、

ガラス基板や、100 m以上の厚い基板上にデバイスが作製されており、フレキシブルエレクトロ

ニクス本来の特徴を最大限に生かし切れていなかった。特に、長期間安定な測定を行うためには、

肌との高い密着性、フレキシブル性、大気安定性が非常に重要となっており、これらを実現する

デバイスは報告がなされていなかった。 

今回我々は、デバイス厚さが約 3 mと非常に薄膜でフレキシブルな有機光発光素子と受光素子

の作製を行った。作製したデバイスは、薄膜の封止膜を成膜しており、大気中での動作が可能で

ある(図 1)。また、作製した有機光素子は総厚さが 3 m と非常に薄く、高いフレキシブル性を有

しており、くしゃくしゃにした状態でもきちんと発光を行うことを確認できた(図 2)。さらに、2

色の有機発光素子と受光素子を集積化することで、フレキシブル血中酸素濃度系を実現した(図 3)。

講演当日は、有機光素子の単体特性に加え、デバイス特性に関しても紹介する。 

本研究は、染谷生体調和エレクトロニクスプロジェクトの支援を受けて行った。 
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 Fig. 1 Picture of flexible        Fig. 2 Crumpling test of flexible PLED.            Fig. 3 Pulse oximetry  
     7-segment display.               The device didn’t be broken signal     
                                   after crumpling. 
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